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ご
あ
い
さ
つ

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
暖
冬
と
い

え
ど
も
西
和
賀
に
は
雪
が
降
り
積
も
っ

て
い
ま
す
。
さ
て
、
第
５
号
と
な
り
ま

す
情
報
誌
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
人
と
ふ
る
さ
と

を
つ
な
ぐ
事
業
と
し
て
発
足
し
た
こ
の

活
動
も
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
試
行

錯
誤
を
続
け
つ
つ
の
取
り
組
み
で
す

が
、
前
回
取
り
組
ん
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
「
古
地
図
づ
く
り
」
を
、
委
員

だ
け
で
な
く
地
域
に
住
む
方
々
や
、
出

身
者
の
方
々
と
一
緒
に
や
ろ
う
！
と
、

交
流
事
業
を
企
画
し
ま
し
た
。『
こ
こ

な
ん
だ
っ
た
っ
け
な
？
』『
あ
の
人
に

聞
い
て
み
よ
う
か
！
』
と
や
ん
や
や
ん

や
、
大
変
お
も
し
ろ
い
会
で
す
の
で
、

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

暦
の
上
で
は
春
で
す
が
、
み
な
さ
ん

油
断
せ
ず
、
お
身
体
に
気
を
付
け
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
作
る　

神
様
へ
の
道
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　１月 14 日に「どんと焼き」と「新
年会」を行いました。新年会は
毎年成人の日に行います。
　45 人が参加し 5 名が還暦と古
希を迎えられた方でした。今年
は参加者も少し多く、新年を祝う
ことが出来ました。

　かつて「仮装相撲」が奉納さ
れていた湯泉神社。ここ 5 ～ 6
年の間行われていませんが、今
日でも復活を待ち望む声が止む
ことはありません。

冬ふるさとの旬情報

上野々地区 どんと焼き

湯川地区 仮装相撲
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　１月 20 日に柳沢地区のどんと
焼き。不幸があったためあまり派
手には執り行わず、例年と比べて
参加者も少なめでした。

　屋根に積もった雪が垂れ下
がってきた状態のことを意味す
る「マブ」。今年もマブ落としを
する日々です。

　暮れの 31 日、元朝参りのため、
川尻神社の階段の除雪を、川尻１
区２区の子供たちと父母会で毎年
20 年近く行っています。
　子どもたちが狛犬の雪を払ってい
る様子がわかります。

柳沢地区 どんと焼き

天ヶ瀬地区 マブ落とし

川尻神社　道付け
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和賀川
川尻橋

土
場
坂

至　上野々

至 川尻鉱山

至 横手

重
兵
衛
坂

大鬼ヶ瀬川

大
鬼
ヶ
瀬
川
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京屋
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高北
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弥太郎

かねさん
ツバメタクシー
仕立屋
淀川
健蔵

権兵衛床屋

鎌田川端田中

勉

吉郎

小屋

綿屋
片岡
子の日
タカハン
十銭店

春時
大蔵

高正

源八

消防小屋
末人・豆腐

義見先生
お堂の前

藤島

役場
山
鉄

西
光
五
郎
与
作
中
島
福
見
清
志
弓
次
郎
昇
蔵
松
雄
弘
法
川
正

床
屋 良

吉
進
藤

又
吉

篭
谷

元
泰

忠
治

畳
屋

土
場

忠
雄

ハ
ン
コ
屋

麹
屋

橋
本

駅
付
近
へ

土場橋

上野々へ

東区へ
至 

北
上

医院
３代目村長

おその店
忠吉
鶴松

魚屋

電気屋

自転車屋

衣料品

飲み屋

駄菓子屋

初代
村長大工

たばこ

スポーツ用品店

馬車引き

木工所

衣料品

日用品

旅館

米屋

たばこ
酒屋

時計店

鉄橋

国
鉄
横
黒
線

水
没
前
の
中
区

古
地
図
づ
く
り

◀三代村長 ( 町長 )
　 髙橋北民氏

　
昭
和
34
年
以
前
の
水
没
前
の
中
区
付
近
の
様
子
で
す
。
メ
ン
バ
ー
で
集
ま
っ
て
思
い
出
し
な
が
ら
、
作
成
し
ま
し
た
。

　
お
気
付
き
の
点
や
思
い
出
話
な
ど
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
前
号
の
地
図
は
川
尻
駅
前
の
地
図
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

小学校の修学旅行の
こづかいを稼ぐために、

家を建て替える人の
材木運びをしたもの

だった…

橋本は昔の
舟場と

言われている

飲み屋もあったんだ
若い人がいたって

ことなんだなぁ
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和賀川
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源八
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弘
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川
正

床
屋 良

吉
進
藤

又
吉

篭
谷

元
泰

忠
治

畳
屋

土
場

忠
雄

ハ
ン
コ
屋

麹
屋

橋
本

駅
付
近
へ

土場橋

上野々へ

東区へ
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北
上

医院
３代目村長

おその店
忠吉
鶴松

魚屋

電気屋

自転車屋

衣料品

飲み屋

駄菓子屋

初代
村長大工

たばこ

スポーツ用品店
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衣料品

日用品

旅館
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たばこ
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時計店
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国
鉄
横
黒
線

▲ 通り

▲ 旧役場

▲水没直前の一
ひとはね

跳地区、大黒線（現在の北上線）。
　水没のため、上に移動させた。

▲ 大黒線　古瀬屋地区。

▲初代村長
　川村清志氏

旧湯田町/昭和30年頃

中
区
甚
句

一
、
京
屋
に 

清
次
郎
　
勝
床
屋
に
郵
便
局

　
　
役
場
に
鉄
ア
ン
コ   

藤
島 

　
源
ハ
に
麹
屋

　
　
ト
ー
フ
屋
に
綿
屋
に   

片
岡   

子
の
日

二
、
タ
カ
ハ
ン   

＋
銭
店   

菅
富   

便
所
ト
ラ

　
　
橋
本
に
ヤ
ジ
鎌
田   

健
蔵
に
淀
川   

健
仕
立

　
　
か
ね
さ
ん
に
弥
太
郎
に   

夢
乃
屋
　
き
り
た
ん
ぽ

三
、
夕
工
子
店
に   

テ
イ
サ
ン
キ   

銀
行

　
　
川
正
に   

山
亀
に   

オ
ン
コ
に
大
乃
屋
に
原
節
子

　
　
昆
亀
に   

オ
ソ
ノ
に
　
コ
ン
メ
ャ
ゼ
ン
コ
ー
ネ
ャ
ー

「おその店」っていうのは、
おそのさんという

おばあさんがやっていた
お店だよ

写真：山本幸男氏所蔵

写真：山本幸男氏所蔵

▲湯田ダムができる前の川尻中区（地区名）、水没前の屋号
を替歌にして歌った歌詞。五十嵐幸雄氏の録音テープ歌詞
カードより
※前回掲載のものに間違いがありました。大変失礼しました。
訂正したものを掲載しいてます。
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高
殿
上
は
ど
こ
だ
？

川
尻
探
偵
団 

１

高
殿
上
の
思
い
出

　
高
殿
上
の
す
そ
野
に
は
広
々
と
し
た
平
地
が

広
が
っ
て
い
て
、
小
学
校
の
こ
ろ
に
は
、
春
は

ハ
イ
キ
ン
グ
、
冬
は
ス
キ
ー
を
し
て
親
し
み
ま

し
た
。

　

わ
ら
び
も
た
く
さ
ん
生
え
て
お
り
、
採
り
な

が
ら
歩
い
た
も
の
で
す
。

　
本
情
報
誌
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
高

殿
上
」。
そ
れ
は
実
際
に
ど
こ
の
こ
と
な
の
か
？

地
元
の
詳
し
い
方
に
取
材
し
、
場
所
を
特
定
す
る

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

高殿上とはこの山のことでした！

地理院地図より

このあたりに

ハイキングに行きました！

スキーを担いで上って

滑り降りて楽しんで

いました！

スキー場
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*  *　
寄
稿　

*  *
　
今
回
も
懐
か
し
く
拝
見
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
昭
和
30

年
と
言
え
ば
、
ま
だ
小
学
校3

、4

年
生
か
と
思
い
ま
す
。 

土
場
坂
、
駅
前
の
釣
り
橋
、
駅
前
商
店
街
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
花
子
店
に
は
よ
く
行
き
ま
し
た
よ
…
コ
マ
・
カ
ル

タ
・
ト
ラ
ン
プ
・
凧
。
風
は
さ
っ
ぱ
り
飛
ば
な
か
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
は
、
京
屋
さ
ん
言
う

店
だ
っ
た
か
な
。
金
具(

ガ
チ
ャ
ン
コ)

が
す
ぐ
切
れ
る
の

で
、
ヒ
モ
、
針
金
、
バ
ン
ド
の
皮
に
穴
を
開
け
て
滑
っ
た

も
の
で
す
。

　
い
つ
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
水
没
し
た
役
場
周

辺
の
写
真
、
楽
し
み
に
待
っ
て
ま
す
。 

　
時
節
柄
、
風
邪
な
ど
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
下
さ

い
。

菊
池
長
一　
柳
沢
分
校
卒

　
私
は
、
川
尻
中
学
を
昭
和
30
年
に
卒
業
し
、
卒
業
ま
で

鷲
之
巣
鉱
山
の
社
宅
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
、
陸
中

大
石
駅
か
ら
汽
車
で
通
学
し
て
お
り
ま
し
た
。
「
小
学
校

は
川
尻
小
学
校
鷲
之
巣
分
校
」
し
た
が
っ
て
、
陸
中
川
尻

駅
の
古
地
図
を
と
て
も
と
て
も
懐
か
し
く
拝
見
い
た
し
ま

し
た
。
出
来
れ
ば
こ
の
後
、
小
学
校
・
中
学
校
ま
で
の
沿

道
の
家
並
み
も
分
か
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
郵
便
局
、
役
場
、
旅
館
、
綿
屋
、
薬
屋
、
駐
在
所
等
々

…
。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
写
真
な
ど
あ
れ
ば
、
更
に
郷
愁
を

そ
そ
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
現
段
階
で
、
記
憶
を

し
っ
か
り
と
記
録
に
残
し
た
い
で
す
ね
。
今
後
と
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
。高

橋
國
春　
天
瀬
（
鷲
之
巣
）　
昭
和
30
年
卒

　
故
郷
の
皆
様
、
良
き
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
と
こ
と

と
思
い
ま
す
。
高
殿
上
の
山
も
真
白
く
、
雪
か
ぶ
っ
て
西

和
賀
の
町
（
川
尻
）
を
見
守
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

昨
年
送
付
さ
れ
ま
し
た
古
地
図
を
見
て
屋
号
の
呼
び
名
が

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
吊
り
橋
は
、
土
畑
鉱
山
の
ト
ロ
ッ
コ
が
通
る
た
び
、
揺

れ
て
怖
か
っ
た
！
馬
車
が
通
る
時
も
揺
れ
て
馬
糞
が
ホ

ワ
ー
と
あ
る
時
も
あ
り
ま
し
た
。
土
場
坂
の
登
り
降
り

も
、
ツ
ル
ツ
ル
滑
り
、
子
供
で
し
た
の
で
慎
重
に
歩
き
ま

し
た
。

　
本
誌
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
感
想
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
４
名
の
方
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
川
尻
出
身
の
作
家
さ
ん
か
ら
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
中
区
甚
句
は
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
が
お
店
の
名
前
が

こ
れ
ま
た
懐
か
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。服

部
厚
子
（
旧
高
橋
）　
上
野
々
３
区　
昭
和
39
年
卒

　
ふ
る
さ
と
を
舞
台
に
小
説
を
書
こ
う
と
６
年
程
前
に
川

尻
を
訪
ね
、
「
和
賀
清
流
」
と
言
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
多
く

の
作
品
を
書
き
ま
し
た
。
和
賀
清
流
は
「
和
賀
川
の
清
き

流
れ
」
か
ら
と
り
ま
し
た
。

川
尻　
大
江
隆　
昭
和
32
年
卒　
作
家

著
書
：
『
69
歳
の
「
文
章
修
行
帖
」
』
『
55
の
エ
ッ
セ
イ
と
も

の
が
た
り
』
な
ど

　
　

「
悪
夢
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
賀
清
流

―
下
り
横
手
行
き
の
列
車
が
ま
い
り
ま
す
。

―
ピ
ョ
ー
、
ボ
ー
ッ
。
５
両
編
成
の
列
車
が
ホ
ー
ム

に
近
づ
く
。
二
百
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
迫
る
―
。

　

そ
の
時
、
ホ
ー
ム
に
い
る
勝
也
の
両
の
手
が
、
前

に
い
た
大
人
の
背
中
を
押
し
た
。
男
は
フ
ワ
ッ
と
を

描
い
て
線
路
に
落
ち
た
。

続
き
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
へ

紙
面
で
読
み
た
い
方
は
委
員
会
事
務
局
へ
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お知らせ

高殿上の思い出

　私には高殿上の思い出は２つあますり。その
１つは、高殿上のマブ落としです。
　昭和 21 年頃、学校を終わってまだ職も決まっ
てない頃、川尻保線区より除雪人夫の募集があっ
て、採用してもらったのです。
　吹雪が続く２月の中頃。佐々木松五郎保線副
長が八名を指名し、今日は「高殿上のマブ落とし」
と指示があり、その中の一人でした。
　弁当を背負い、スコップを担いで鉄橋を渡り、
トンネルを通ってしばらく行く。雪崩の危険カ所
付近から、まず経験者が先頭になって登り始め
るも、雪の多いのと急な斜面にて思うように進
まず、先頭を何回も交替しながら少しずつ登り、
一時間以上かかってやっと山頂にたどり着く。
　山頂は湯本方面からの北風が止むことなく、
地面はアイスバンになっていて、南斜面には物
凄い大きいマブが出来ていた。佐々木副長の指
示で、マブの上部へ横一列、３メートル間隔位
に並び、それぞれ下部に向かって、１メートル
幅位の溝を掘るのでした。
　溝を半分位掘ったところでお昼の時間となり、
嵐を少しでも避けようと、掘った溝に集まって
食事をとりました。そのとき佐々木副長は、少
しでも暖を取らせようと、枯れ枝を集めて火を
焚いてくれました。そのうち強風が来て、灰が
舞い上がり、白い弁当が胡麻を振り掛けたよう
になっていましたが、その弁当を見て誰も何も
言わず食べ終え、作業にかかるのでした。
　それから一時間位で溝切り終了、いよいよ待

望のマブ落とし開始。溝と溝の間にある大きな
マブに、両側からスコップで切り目を入れると、
大きな雪の塊が一気に滑り落ち、その豪快さに
歓声が上がります。次第に作業にも慣れ、全部
落とし終わって見ると、広い場所ができて、山
が小さくなったように見えるのでした。
　保線区の皆さんは、どんな状況にあっても、
常に線路の安全を守る為、細心の注意を払って
いることを知らされた一日でしたし、自分では
経験することの出来ない、貴重な体験だったこ
とを、いまでも嬉しく思い出されます。
　もう一つの思い出は、高殿上の頂上に設置す
る標柱（コンクリート製の核柱とその底盤、そ
れぞれ十キロ程度）を背負いあげたことです。
　昭和 51 年６月、鉱山を退職していた頃、高橋
喜一さんから石運びの話があって、２人でやる
ことにしたのでした。測量業者さんから高橋喜
一さんに入った話で、川尻近辺の山々に石を運
び上げる仕事でした。
　どの山も石を背負って登るのは、楽ではあり
ませんでした。特に高殿上は高くて登る距離が
長く、傾斜が急で思うように進みませんでした。
途中で荷をおろし休憩、そしてまた登る、しば
らく登ってやっと山頂の仮杭の場所にたどり着
いたのです。
　荷を下ろして無事に登り切ったことを、喜一
さんと共に喜び合いました。あの標柱は今も川
尻地区を見守ってくれているような気がします。

上野々地区在住　照井哲雄

【開催場所】上野々公民館　　【申込締切】 3月11日　　【会費】2000円 （お振る舞い有ります）

【申込先】西和賀役場　 Tel 0197-82-2111　担当：真壁・近藤

川尻語り

『ダム移転前の川尻の古地図復活に向けた語る会』参加者大募集
　旧川尻小学校区出身者を対象に「ふるさと交流・放談会」を

開催します！　ほぼほぼ飲み会？？気楽にご参加下さい！ 3月15日 17:00～


